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1. 変更・改訂・確認・廃止歴

変更・改訂・確認・廃止歴

日付 Ver 備考 担当

2010/11/ 1.0 新規作成 Vtech



ベリフィケーションテクノロジー株式会社
ページ

5／29

2. 概要

2.1 　適用
本書は、TI DSP TMS320DM6437をユーザーマニュアルをベースにユーザーマニュアル説明書をユーザーマニュアルをベースにベースに VsiaulSimでモデル化を行い、ご要求のモデル説明書化を行い、ご要求のをユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のい、ご要求の要求のの構成図

データフローの構成図シミュレーション環境及びデータフローびデータフローモデル説明書の構成図説明をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

2.2 　ツール説明書 

ツール説明書 備考

[1] VisualSim Version:VisualSim 10 Revision 30 

Simulator：VisualSim Architect（モデル作成も同様）モデル説明書作成も同様）同様）

2.3 　参考文献
ドキュメント名 バージョン 発行い、ご要求の元

[1] DSPデータシート：tms320dm6437.pdf SPRS345D–NOVEMBER 

2006–REVISED JUNE 

2008

TI

[2] TMS320C64x/C64x+ DSP CPU and Instruction Set

Reference Guide：42A4590Fd01.pdf

Literature Number: 

SPRU732J July 2010

TI

2.4 　環境
名称 備考

[1] OS Windows NT/2000/XP/Vista/7、Sun SPARC、Linux、Mac OS X

[2] Java Java SE SDK 1.6.0
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3. VisualSimモデル説明書仕様
3.1  ブロック図及びデータフロー図及びデータフローびデータフローデータフロー
下記に、モデルの要求仕様を示す。に、モデル説明書の構成図要求の仕様をユーザーマニュアルをベースに示す。す。

※ TMS320DM6437 ： SPRS345B よ り抜 抜

粋

Input

Output

■条件

・CPU動作条件：405 or 594 MHz

・キャッシュ使用容量：全てキャッシュとして使用使用容量：全てキャッシュとして使用てキャッシュとして使用キャッシュ使用容量：全てキャッシュとして使用としてキャッシュとして使用使用

・SCR優先順位：Default

・DDR動作条件、バス幅：バス幅：幅：162 MHz、バス幅：32 bit
・CCDC動作条件：転送周波数Default

・BackEND動作条件：66 MHz動作

・データサイズ：

　①入力：360×480×4

　②演算処理：360×480×4 ⇒720×480

　③出力：720×480

■処理概要

①入力処理：BT656 (360×480×4 入力) 8bit 54MHz

②演算処理：検討中

③出力処理：RGB888出力 33MHz

□：使用するペリフェラルペリフェラル

①

② ③
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3.2 　モデル説明書の構成図構成図
下図に、要求の仕様と TIユーザーマニュアル説明書をユーザーマニュアルをベースに基に作成したに作成した VsiaulSimの構成図システム検証モデルをモデル説明書をユーザーマニュアルをベースに

示す。す。
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3.3 モデル説明書の構成図各モジュールの概要説明モジュール説明書の構成図概要説明
　　下記に、モデルの要求仕様を示す。にモデル説明書の構成図構成及びデータフローびデータフロー動作の構成図説明をユーザーマニュアルをベースにする。

3.3.1 DSPコア
　　 DSPコアは、TMS320Cの構成図基に作成した本構成をユーザーマニュアルをベースに持ったライブラリを使用。ったライブラリをユーザーマニュアルをベースに使用。

　　

　　　設定されたパラーメータ及びデータフローびデータフロー構成及びデータフローびデータフロー説明は下記に、モデルの要求仕様を示す。。赤字は説明パラメータ説明。は説明パラメータ説明。

DSP:D64コア インストラク図及びデータフローションセット

DSP:D64コア構成

パイプライン

パラメータ
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/* First row contains Column Names.                */

Parameter_Name               　　    Parameter_Value   ;     

①Processor_Instruction_Set:      　　　　 C64_Instr    ：インストラク図及びデータフローションセットをユーザーマニュアルをベースに指定。

　“インストラク図及びデータフローションセットブロック図及びデータフロー”ででモデル化を行い、ご要求の 指定。“TMS320C64x/C64x+ DSP CPU and Instruction Set

 Reference Guide“の構成図命令を使用。をユーザーマニュアルをベースに使用。

②Number_of_Registers:             　　　 64           ：C64コアの構成図レジスタ数を入力をユーザーマニュアルをベースに入力        

③Processor_Speed_Mhz:                   DSP_Speed   ：動作周波数を入力。

変数を入力としてモデルトップで変更可。　現在は、モデル説明書トップでモデル化を行い、ご要求の変更可。　現在は、は、405MHzの構成図設定。　          

Context_Switch_Cycles:          　　　　30              ：コンテキストスイッチ切替サイクル。切替サイクル。サイク図及びデータフロール説明書。   

Instruction_Queue_Length:       　　　　300   　　　　  ：入力及びデータフローびデータフロー実行い、ご要求の可能なタスク数。なタスク数。タスク図及びデータフロー数を入力。

Instructions_per_Cycle:  　　　　8               ：サイク図及びデータフロール説明書毎のインストラクションのの構成図インストラク図及びデータフローションの構成図

サポート数を入力 

Number_of_Pipeline_Stages:       　　　 5               ：パイプライン数を入力   

Number_of_INT_Execution_Units:   　　 8                ：整数を入力演算ユニット数ユニット数を入力

Number_of_FP_Execution_Units:    　　 0                ：浮動小数を入力点演算ユニット数ユニット数を入力  

Number_of_Cache_Execution_Units: 　　 3                ：コア内蔵キャッシュ数キャッシュ数を入力

　　 以下はキャッシュの構成図詳細。Iは命令を使用。キャッシュ、Dはデータキャッシュ。Lは 2次キャッシュ。

　　 動作周波数を入力、キャッシュサイズ、キャッシュの構成図アク図及びデータフローセスワード数を入力、1ラインの構成図ワード数を入力、ミス時

　　 に参照するメモリを指定。するメモリをユーザーマニュアルをベースに指定。

I_1:  {Cache_Speed_Mhz=DSP_Speed, Size_KBytes=32.0, Words_per_Cache_Access=8, 

Words_per_Cache_Line=128, Cache_Miss_Name=L2}      

D_1:  {Cache_Speed_Mhz=DSP_Speed, Size_KBytes=80.0, Words_per_Cache_Access=8, 

Words_per_Cache_Line=128, Cache_Miss_Name=L2}   

L2:   {Cache_Speed_Mhz=DSP_Speed, Size_KBytes=128.0, Words_per_Cache_Access=8, 

Words_per_Cache_Line=128, Cache_Miss_Name=DRAM}  

＊DRAMは外部ブロックメモリ名。    
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3.3.2 DSPコア周辺
　　　Videoフロントエンド及びデータフローびデータフローバック図及びデータフローエンドの構成図一部ブロックをユーザーマニュアルをベースに実装。ブロック図及びデータフロー名は下記に、モデルの要求仕様を示す。。

　　　１ フロントエンドブロック図及びデータフロー：CCDC、H3A、Histogram、Previewer、Resizer

　　　２ バック図及びデータフローエンドブロック図及びデータフロー　：OSD、Video Encoder

　　　３ その構成図他　　　　　　　　：Image Sensor、Switch、Buffer

　　

　下記に、モデルの要求仕様を示す。は、その構成図構成図。　

　　　

　　　１-１CCDC

バック図及びデータフローエンド

フロントエンド
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　　　　　 下記に、モデルの要求仕様を示す。にCCDC内部ブロックの構成図構成図をユーザーマニュアルをベースに示す。す。イメージセンサーより、入力されたデータをユーザーマニュアルをベースに

　　　　　　DDR及びデータフローびデータフロー関係各モジュールの概要説明部ブロックへ送る。現在は、要求仕様の通り送る。現在は、要求仕様の通りる。現在は、は、要求の仕様の構成図通りりDDRへ送る。現在は、要求仕様の通り直接ライトするパスライトするパス

　　　　　　設定となタスク数。ってモデルトップで変更可。　現在は、いる。

　　　　　　・“Prossing”ブロック図及びデータフローは、動作「ライトライト or リード」の定義、後工程で必要なパラの構成図定義、後工程で必要なパラでモデル化を行い、ご要求の必要なタスク数。パラ

メータ設定なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

　　　　設定例：

　　　/* Template to enter multiple RegEx lines*/

input.DELTA       = Cycle_Time*Cycle

input.A_Task_Name = Device_Name

input.A_Task_Flag = true

input.A_Source = Device_Name

input.A_Destination = DRAM_Name

input.A_Hop = "SCR"

input.A_Command = "Write"

　　　　　　・“Delay”ブロック図及びデータフローは、この構成図ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求のの構成図処理時間（モデル作成も同様）サイク図及びデータフロール説明書数を入力なタスク数。ど）の構成図設定をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

　　　　　　　現在は、は、上記に、モデルの要求仕様を示す。図の構成図“Cycle”でモデル化を行い、ご要求の 100サイク図及びデータフロール説明書の構成図設定。

　　　　　　・“Decision”ブロック図及びデータフローは、各モジュールの概要説明設定や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。演算ユニット数処理なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに加え、結果を各ポートへ出力する。え、結果を各ポートへ出力する。をユーザーマニュアルをベースに各モジュールの概要説明ポートへ送る。現在は、要求仕様の通り出力する。

現在は、は、入力をユーザーマニュアルをベースにDDRへ送る。現在は、要求仕様の通り出力。（モデル作成も同様）fm_ddr1）

　　

　　１-2 H3A、Histogram、Previewer、Resizer
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　　　　  下記に、モデルの要求仕様を示す。にH3A、Histogram、Previewer、Resizer内部ブロックの構成図構成図をユーザーマニュアルをベースに示す。す。CCDCより、入力

されたデータをユーザーマニュアルをベースに処理してモデルトップで変更可。　現在は、DDRへ送る。現在は、要求仕様の通りライトするパスとCCDCから直接直接ライトするパスDDRへ送る。現在は、要求仕様の通りライトした

データをユーザーマニュアルをベースにリードしてモデルトップで変更可。　現在は、DDRへ送る。現在は、要求仕様の通りライトするパスの構成図 2通りりをユーザーマニュアルをベースに実装。 現在は、は、仕様通りりの構成図パスでモデル化を行い、ご要求の

これら直接の構成図ブロック図及びデータフローは無効。（モデル作成も同様）下図は、代表してしてモデルトップで変更可。　現在は、 Previewerをユーザーマニュアルをベースに記に、モデルの要求仕様を示す。載）

　　　　　　・“Prossing”ブロック図及びデータフローは、動作「ライトライト or リード」の定義、後工程で必要なパラの構成図定義、後工程で必要なパラでモデル化を行い、ご要求の必要なタスク数。パラ

メータ設定なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

　　　　　　・“Delay”ブロック図及びデータフローは、この構成図ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求のの構成図処理時間（モデル作成も同様）サイク図及びデータフロール説明書数を入力なタスク数。ど）の構成図設定をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

　　　　　　　現在は、は、上記に、モデルの要求仕様を示す。図の構成図“Cycle”でモデル化を行い、ご要求の 100サイク図及びデータフロール説明書の構成図設定。

　　　　　　・“Decision”ブロック図及びデータフローは、各モジュールの概要説明設定や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。演算ユニット数処理なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに加え、結果を各ポートへ出力する。え、結果を各ポートへ出力する。をユーザーマニュアルをベースに各モジュールの概要説明ポートへ送る。現在は、要求仕様の通り出力する。

現在は、は、入力をユーザーマニュアルをベースにDDRへ送る。現在は、要求仕様の通り出力と処理時間の構成図計算ユニット数をユーザーマニュアルをベースに出力。（モデル作成も同様）黄色丸のの構成図OUT）

　　　　　　・“Trans_Src”は、リード動作の構成図トランザク図及びデータフローションをユーザーマニュアルをベースに発生。

　　１-3 OSD

リードパス
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　　　　  下記に、モデルの要求仕様を示す。にOSD内部ブロックの構成図構成図をユーザーマニュアルをベースに示す。す。Previewerより、入力をユーザーマニュアルをベースに出力するパスとDDRより、

データをユーザーマニュアルをベースにリードしてモデルトップで変更可。　現在は、出力するパスの構成図 2通りりをユーザーマニュアルをベースに実装。 現在は、は、DDRよりリードするパスが

有効。

　　　　　　・“Prossing”ブロック図及びデータフローは、動作「ライトライト or リード」の定義、後工程で必要なパラの構成図定義、後工程で必要なパラでモデル化を行い、ご要求の必要なタスク数。パラ

メータ設定なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

　　　　　　・“Delay”ブロック図及びデータフローは、この構成図ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求のの構成図処理時間（モデル作成も同様）サイク図及びデータフロール説明書数を入力なタスク数。ど）の構成図設定をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

　　　　　　　現在は、は、上記に、モデルの要求仕様を示す。図の構成図“Cycle”でモデル化を行い、ご要求の 100サイク図及びデータフロール説明書の構成図設定。

　　　　　　・“Decision”ブロック図及びデータフローは、各モジュールの概要説明設定や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。演算ユニット数処理なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに加え、結果を各ポートへ出力する。え、DDRへ送る。現在は、要求仕様の通りリードアク図及びデータフローセス。

　　　　　　・“Trans_Src”は、リード動作の構成図トランザク図及びデータフローションをユーザーマニュアルをベースに発生。

　　１-4 Video Encoder
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　　　　  下記に、モデルの要求仕様を示す。に Video Encoder内部ブロックの構成図構成図をユーザーマニュアルをベースに示す。す。OSDより、来たデータを出力。たデータをユーザーマニュアルをベースに出力。

Video Encoder処理時間の構成図追加え、結果を各ポートへ出力する。とここまでモデル化を行い、ご要求のの構成図処理時間の構成図計算ユニット数をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

　　　　　　・“Prossing”ブロック図及びデータフローは、動作「ライトライト or リード」の定義、後工程で必要なパラの構成図定義、後工程で必要なパラでモデル化を行い、ご要求の必要なタスク数。パラ

メータ設定なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。ここでモデル化を行い、ご要求のは、処理時間追加え、結果を各ポートへ出力する。の構成図み。

/* Template to enter multiple RegEx lines*/

input.DELTA       = Cycle_Time*100.0

input.A_Task_Name = Device_Name

input.A_Task_Flag = true

　　　　　　・“Delay”ブロック図及びデータフローは、この構成図ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求のの構成図処理時間（モデル作成も同様）サイク図及びデータフロール説明書数を入力なタスク数。ど）の構成図設定をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

　　　　　　　現在は、は、上記に、モデルの要求仕様を示す。図の構成図“Cycle”でモデル化を行い、ご要求の 100サイク図及びデータフロール説明書の構成図設定。

　　　　　　・“Decision”ブロック図及びデータフローは、トータル説明書の構成図処理時間をユーザーマニュアルをベースに計算ユニット数し出力。（モデル作成も同様）OUT2から直接出力）

　　１-5 Image Sensor
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　　　　  下記に、モデルの要求仕様を示す。に Image Sensor内部ブロックの構成図構成図をユーザーマニュアルをベースに示す。す。イメージセンサの構成図データをユーザーマニュアルをベースに入力する。

　　　　　　・“Prossing”ブロック図及びデータフローは、動作「ライトライト or リード」の定義、後工程で必要なパラの構成図定義、後工程で必要なパラでモデル化を行い、ご要求の必要なタスク数。パラ

メータ設定なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。ここでモデル化を行い、ご要求のは、入力データの構成図設定。

/* Template to enter multiple RegEx lines*/

   input.A_Task_Name  = "Image_" + input.ID

   input.A_Bytes      = Image_Bytes

   input.A_Bytes_Remaining = Image_Bytes

   input.Sample_Count = 0

   input.Last_Frag = false

   input.A_Task_Flag = true

   input.EndT = TNow + Frame_Time

   input.My_Time_Stamp = TNow

　　　　　　　・“Trans_Src”は、データ入力トランザク図及びデータフローションをユーザーマニュアルをベースに発生。

　　１-6 Switch
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　　　　  下記に、モデルの要求仕様を示す。に Switch内部ブロックの構成図構成図をユーザーマニュアルをベースに示す。す。各モジュールの概要説明ブロック図及びデータフローの構成図データをユーザーマニュアルをベースに一つにする。

　　　　　　 各モジュールの概要説明ブロック図及びデータフローから直接の構成図入力は、来たデータを出力。た順ににDDRへ送る。現在は、要求仕様の通り出力、DDRから直接の構成図信号は、行き先によりは、行い、ご要求のき先により先によりにより

　　　　　　 振り分ける。り分ける。ける。

　　１-7 Buffer
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　　　　 　 下記に、モデルの要求仕様を示す。に Buffer内部ブロックの構成図構成図をユーザーマニュアルをベースに示す。す。Bus->メモリ（モデル作成も同様）DDR）の構成図データをユーザーマニュアルをベースに一旦保存し、各ブロし、各モジュールの概要説明ブロ

ック図及びデータフローから直接の構成図アク図及びデータフローセスが破綻しないように調整する。　また、バス幅合ったデータ転送を制御しなタスク数。いように調整する。　また、バス幅合ったデータ転送を制御ったデータ転送る。現在は、要求仕様の通りをユーザーマニュアルをベースに制御

する。動作は、ライト及びデータフローびデータフローリード双方に対応。

リードパス

ライトパス

FIFO

FIFO
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3.4 DSPサンプル説明書プログラム
提供頂いたアセンブラコードのプログラムより、インストラクションセットを抜き出し、いたアセンブラコードの構成図プログラムより、インストラク図及びデータフローションセットをユーザーマニュアルをベースに抜き出し、き先により出し、VisualSimでモデル化を行い、ご要求の実行い、ご要求の可能なタスク数。なタスク数。フ

ォーマットへ送る。現在は、要求仕様の通り変換。　“uEngine”ブロック図及びデータフロー（モデル作成も同様）下図参照するメモリを指定。）でモデル化を行い、ご要求の指定。
 

　　　　　　・“DS_Source”ブロック図及びデータフローは、DSPをユーザーマニュアルをベースに動作されるイベントの構成図発生。

　　　　　　　　現在は、は、初期動作の構成図イベント発生。その構成図後は、DSPが１つの構成図ソフトをユーザーマニュアルをベースに終了後

　　　　　　　　次をユーザーマニュアルをベースに実行い、ご要求のする。

　　　　　　・“Prossing”ブロック図及びデータフローは、DSPへ送る。現在は、要求仕様の通り入力するための構成図設定をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

MyDS  = newRecordToken("Processor_DS")

InDS  = newToken(input)

InDS = merge(InDS, MyDS)

InDS.A_Hop = InDS.Processor_Name 

InDS.A_Destination = InDS.A_Hop

InDS.Processor_Name =  InDS.Processor_Name  

InDS.A_Source = "Src"

InDS.A_Task_Flag = false

InDS.A_Instruction = InDS.A_Instruction

InDS.Event_Name = "C64"

InDS.TIME = TNow

InDS.A_Variables = 3000

InDS.A_Priority = 10

InDS.Last_Frag = true
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　　　　　　・“Latency_Out”は、プログラムの構成図実行い、ご要求の時間をユーザーマニュアルをベースに計算ユニット数。ブロック図及びデータフロー構成は下記に、モデルの要求仕様を示す。。

　　　　　　　計算ユニット数は、下記に、モデルの要求仕様を示す。“Decision”ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求の実行い、ご要求の。

　　　　　　 ・プログラムファイル説明書名：f_vpss_pas.asm、f_vpbe_pas.asm、f_ccdc_pas.asm

　　　　　　 ・インストラク図及びデータフローションセット：下記に、モデルの要求仕様を示す。は f_ccdc_pas.asmの構成図場合ったデータ転送を制御例（モデル作成も同様）命令を使用。の構成図部ブロック分ける。の構成図み）

　

　　　　　　　　"LDW","STW","MVK","STW","LDW","OR","STW","MVC","SET","MVC","ADDK","S

TW",

"STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","ST

W",

"STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","ST

W",

"STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","ST

W",

"STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","ST

W",

"STW","STW","STW","MVC","STW","MVC","STW","LDW","LDW","CALLP","LDW

","STW"

,"LDW","MVC","LDW","MVC","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW

","LDW",

"LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW"

,"LDW","

LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW",

"LDW","L

DW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","

LDW","LD

W","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","LDW","ADDK","LDW","STW","S

TW","ST

W","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","STW","MVK","STW","STW"

,"STW

","STW","STW","STW","STW","MVK","STW","STW","STW","MVK","STW","STW","

STW"

,"MVK","STW","LDW","LDW","AND","STW","STW","MVK","STW","STW","MVK",

"STW",

"STW","STW","STW","MVK","STW","STW","STW","CALLP","CALLP","LDW"

　　　　　　　　上記に、モデルの要求仕様を示す。をユーザーマニュアルをベースに含んだプログラムファイルを“んだプログラムファイルを“プログラムファイル説明書をユーザーマニュアルをベースに“uEngine”ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求の指定。
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　　　　　　　　ファイル説明書は、作業ディレクトリに保存。連続してプログラムを実行する場合は、ディレク図及びデータフロートリに保存し、各ブロ。連続してプログラムを実行する場合は、してモデルトップで変更可。　現在は、プログラムをユーザーマニュアルをベースに実行い、ご要求のする場合ったデータ転送を制御は、

　　　　　　　　下記に、モデルの要求仕様を示す。の構成図{instruction_set}に上記に、モデルの要求仕様を示す。の構成図ようなタスク数。プログラムをユーザーマニュアルをベースに挿入し、プログラムをユーザーマニュアルをベースに続してプログラムを実行する場合は、ける。

　　　　　　　　（モデル作成も同様）ファイル説明書はテキスト形式）

　　　　　　　　例：vpbe－> vpssの構成図場合ったデータ転送を制御

　　　　{Processor_Name="C64_",Processor_ID=1,A_Task_Name=" vpbe ",

A_Task_ID=1L,A_Priority=0,A_Instruction={instruction_set}}

{Processor_Name="C64_",Processor_ID=1,A_Task_Name=" vpss ",

A_Task_ID=1L,A_Priority=0,A_Instruction={instruction_set}}

　　　　　　　　

3.5 外部ブロックブロック図及びデータフロー
DSPの構成図以外の構成図ブロック図及びデータフローの構成図構成をユーザーマニュアルをベースに下記に、モデルの要求仕様を示す。に示す。す。

3.5.1 DMAコントローラ
　　　ＤＭＡコントローラは、“コントローラは、“DMA_Controller”ブロック図及びデータフローと“Database”ブロック図及びデータフローがセットでモデル化を行い、ご要求の使用。

　　　下記に、モデルの要求仕様を示す。の構成図ように、命令を使用。や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。ソース、バーストワード数を入力なタスク数。どの構成図設定は、“Database”ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求の行い、ご要求のう。

Databaseブロック図及びデータフロー
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3.5.2 Bus
　　　Busは、“AXI”ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求のチ切替サイクル。ャネル説明書方式の構成図バスをユーザーマニュアルをベースに使用。

　　　Busの構成図設定は、下記に、モデルの要求仕様を示す。でモデル化を行い、ご要求の行い、ご要求のう。

3.5.3 メモリ
メモリは、“HW_DRAM”ブロック図及びデータフローの構成図メモリと“Memory_Controller”ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求の構成。

　　　“HW_DRAM”ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求のメモリの構成図スペック図及びデータフローをユーザーマニュアルをベースに設定、“Memory_Controller”ブロック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求のメモリ

　　　へ送る。現在は、要求仕様の通りの構成図リード、ライトの構成図制御をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のう。

メモリ
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メモリは、“HW_DRAM”ブロック図及びデータフローの構成図メモリと“Memory_Controller”ブロック図及びデータフローの構成図スペック図及びデータフローはバス幅接ライトするパス続してプログラムを実行する場合は、、周

波数を入力以外は、仮のスペックでの設定。の構成図スペック図及びデータフローでモデル化を行い、ご要求のの構成図設定。

メモリコントローラ
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4. パラメータ

入力データ量及びデータフローびデータフロー各モジュールの概要説明モジュール説明書の構成図動作周波数を入力をユーザーマニュアルをベースに変数を入力としてモデルトップで変更可。　現在は、設定。仕様により、TOPより変更可能なタスク数。。　

各モジュールの概要説明モジュール説明書の構成図設定も同様）同様、変数を入力でモデル化を行い、ご要求の変更可能なタスク数。。

尚、各モジュールの概要説明モジュール説明書変数を入力は、各モジュールの概要説明モジュール説明書内でモデル化を行い、ご要求の定義。数を入力値の変更は、の構成図変更は、TOPより変更可能なタスク数。。
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5. シミュレーション
本モデル説明書の構成図現在は、の構成図設定でモデル化を行い、ご要求のシミュレーションをユーザーマニュアルをベースにした結果を各ポートへ出力する。をユーザーマニュアルをベースに下記に、モデルの要求仕様を示す。に示す。す。

シミュレーションの構成図パスは下図の構成図通りり。各モジュールの概要説明パスの構成図アク図及びデータフローセスは、シミュレーション開始よりそれぞれよりそれぞれ

非同期に動作。

下記に、モデルの要求仕様を示す。は、上記に、モデルの要求仕様を示す。モデル説明書の構成図パスが非同期に動作した場合ったデータ転送を制御の構成図 vpbe（モデル作成も同様）1 回実行い、ご要求の）の構成図シミュレーション結果を各ポートへ出力する。。

　グラフは、VideoEncoderとDSPの構成図レイテンシの構成図結果を各ポートへ出力する。でモデル化を行い、ご要求のある。（モデル作成も同様）sim実行い、ご要求の時間：0～3msの構成図結果を各ポートへ出力する。）

①

②

③
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下記に、モデルの要求仕様を示す。は、シミュレーション結果を各ポートへ出力する。の構成図テキストデータ。“Architecture_Setup”が 3msまでモデル化を行い、ご要求の実行い、ご要求のした

　時、設定の構成図周波数を入力でモデル化を行い、ご要求の動作させた実時間でモデル化を行い、ご要求のの構成図表して示す。。（モデル作成も同様）Min、Mean、Max）
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6. メリット
  1.VisualSimは、前述のモデルのようにクロックサイクルベースで正確な時間をシミュレーションの構成図モデル説明書の構成図ようにク図及びデータフローロック図及びデータフローサイク図及びデータフロール説明書ベースでモデル化を行い、ご要求の正確なタスク数。時間をユーザーマニュアルをベースにシミュレーション

　　することが可能なタスク数。でモデル化を行い、ご要求のす。

　2.さら直接に、他の構成図ESLツール説明書の構成図ように詳細なタスク数。設計が決まらない段階より、容易にモデル化を行いシスまら直接なタスク数。い段階より、容易にモデル化を行いシスより、容易にモデル化を行いシスにモデル説明書化を行い、ご要求のをユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のいシス

テム性能なタスク数。の構成図検討が可能です。が可能なタスク数。でモデル化を行い、ご要求のす。

3.複数を入力の構成図デバイス、モジュール説明書、IF、バスなタスク数。どが複雑に絡み動作（非同期に絡み動作（非同期み動作（モデル作成も同様）非同期/同期共）する大規模な大きなシスなタスク数。大き先によりなタスク数。シス

テムの構成図HW/SWに要求のされる性能なタスク数。をユーザーマニュアルをベースに決まらない段階より、容易にモデル化を行いシス定する場合ったデータ転送を制御の構成図検討が可能です。に長けています。けてモデルトップで変更可。　現在は、います。

　よってモデルトップで変更可。　現在は、、設計初期の構成図システムの構成図構成や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。個々のバス、デバイス、モジュールのの構成図バス、デバイス、モジュール説明書の構成図HW/SWが満たす必要たす必要

があるスペック図及びデータフローや演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。HW/SWの構成図切り分ける。けなタスク数。ど、性能なタスク数。とコストの構成図最適なタスク数。トレードオフをユーザーマニュアルをベースに定量的かつ精度かつ精度

良く決めることが可能です。く決めることが可能です。決まらない段階より、容易にモデル化を行いシスめることが可能なタスク数。でモデル化を行い、ご要求のす。

　4. 新規システム設計や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。大幅なタスク数。仕様の構成図変更なタスク数。ども同様）容易にモデル化を行いシスにモデル説明書変更や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。作成が行い、ご要求のえるため、短期間でモデル化を行い、ご要求の

　　製品開発をユーザーマニュアルをベースに行い、ご要求のうことをユーザーマニュアルをベースに可能なタスク数。にします。

　5.多くのライブラリやモデル作成の例などを使い、短期間で容易に検討を始めることが可能です。く決めることが可能です。の構成図ライブラリや演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。モデル説明書作成の構成図例なタスク数。どをユーザーマニュアルをベースに使い、短期間でモデル化を行い、ご要求の容易にモデル化を行いシスに検討が可能です。をユーザーマニュアルをベースに始よりそれぞれめることが可能なタスク数。でモデル化を行い、ご要求のす。

　　また、C/C++、JAVA、SystemC、MATLABや演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。VisualSim内でモデル化を行い、ご要求の使用するRegEXなタスク数。どの構成図多くのライブラリやモデル作成の例などを使い、短期間で容易に検討を始めることが可能です。く決めることが可能です。の構成図言語をサポーをユーザーマニュアルをベースにサポー

　　トしてモデルトップで変更可。　現在は、いますの構成図でモデル化を行い、ご要求の、システム検討が可能です。の構成図進捗に合わせ、複雑なファンクションを持った記述のモデルに合ったデータ転送を制御わせ、複雑に絡み動作（非同期なタスク数。ファンク図及びデータフローションをユーザーマニュアルをベースに持ったライブラリを使用。った記に、モデルの要求仕様を示す。述のモデルのようにクロックサイクルベースで正確な時間をシミュレーションの構成図モデル説明書

に切り替サイクル。えれば、詳細なタスク数。検討が可能です。及びデータフローびデータフロー結果を各ポートへ出力する。の構成図精度をユーザーマニュアルをベースに高めることが可能です。めることが可能なタスク数。でモデル化を行い、ご要求のす。

　6.柔軟なモデル作成が可能ですので、電気的なシステムだけでなくメカニカルなモデルやセンサーなタスク数。モデル説明書作成が可能なタスク数。でモデル化を行い、ご要求のすの構成図でモデル化を行い、ご要求の、電気的かつ精度なタスク数。システムだプログラムファイルを“けでモデル化を行い、ご要求のなタスク数。く決めることが可能です。メカニカル説明書なタスク数。モデル説明書や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。センサー

　　なタスク数。ども同様）モデル説明書化を行い、ご要求のするれば、それら直接の構成図電子制御の構成図システム的かつ精度なタスク数。性能なタスク数。や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。構成の構成図検討が可能です。が可能なタスク数。でモデル化を行い、ご要求のす。

　7.多くのライブラリやモデル作成の例などを使い、短期間で容易に検討を始めることが可能です。く決めることが可能です。の構成図ケースでモデル化を行い、ご要求の容易にモデル化を行いシスに性能なタスク数。の構成図検証モデルをが行い、ご要求のえますの構成図でモデル化を行い、ご要求の、インプリ時に把握困難な性能ネックの動作なタスク数。性能なタスク数。ネック図及びデータフローの構成図動作

　　モードや演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。ク図及びデータフローリティカル説明書なタスク数。経路ををユーザーマニュアルをベースにHW/SWをユーザーマニュアルをベースに含んだプログラムファイルを“んだプログラムファイルを“システムとしてモデルトップで変更可。　現在は、事前に把握可能なタスク数。なタスク数。ため、RTLや演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。SW

の構成図設計/検証モデルを時に対策/確認が容易にモデル化を行いシスになタスク数。り、設計品質の向上の構成図向上/検証モデルを作業ディレクトリに保存。連続してプログラムを実行する場合は、の構成図効率化を行い、ご要求のが可能なタスク数。でモデル化を行い、ご要求のす。

　尚、本ツール説明書は、上記に、モデルの要求仕様を示す。の構成図多くのライブラリやモデル作成の例などを使い、短期間で容易に検討を始めることが可能です。く決めることが可能です。の構成図メリットをユーザーマニュアルをベースに出すため、ライブラリの構成図抽象度をユーザーマニュアルをベースに高めることが可能です。く決めることが可能です。してモデルトップで変更可。　現在は、います。

　また、システム設計の構成図初期段階より、容易にモデル化を行いシスでモデル化を行い、ご要求の使用するため、詳細設計後の構成図RTLや演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。SWの構成図記に、モデルの要求仕様を示す。述のモデルのようにクロックサイクルベースで正確な時間をシミュレーションの構成図構造的かつ精度なタスク数。影響やや演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。

　抽象度の構成図高めることが可能です。さによる誤差が最終製品との差異になります。が最終製品との構成図差が最終製品との差異になります。異になります。になタスク数。ります。

　さら直接に、合ったデータ転送を制御成なタスク数。どにより後の構成図設計工程で必要なパラへ送る。現在は、要求仕様の通り自動的かつ精度にモデル説明書をユーザーマニュアルをベースに継承することが出来ませんので、これらすることが出来たデータを出力。ませんの構成図でモデル化を行い、ご要求の、これら直接

　の構成図特性をユーザーマニュアルをベースにご要求の理解頂いたアセンブラコードのプログラムより、インストラクションセットを抜き出し、いた上でモデル化を行い、ご要求のご要求の使用頂いたアセンブラコードのプログラムより、インストラクションセットを抜き出し、ければ、設計/検証モデルをの構成図効率化を行い、ご要求の、品質の向上の構成図向上、システムの構成図コスト

　ダウンに大き先によりなタスク数。力をユーザーマニュアルをベースに発揮することと思います。することと思います。います。

今後、システム検証モデルをに必要なタスク数。モデル説明書化を行い、ご要求のや演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。ツール説明書の構成図サポートをユーザーマニュアルをベースにさせてモデルトップで変更可。　現在は、頂いたアセンブラコードのプログラムより、インストラクションセットを抜き出し、き先によりますの構成図でモデル化を行い、ご要求の、ご要求の質の向上問や不明点や演算処理などを加え、結果を各ポートへ出力する。不明点

なタスク数。どご要求のざいましたら直接、ご要求の遠慮なくお問い合わせ頂けますようお願い致します。なタスク数。く決めることが可能です。お問い合わせ頂けますようお願い致します。問や不明点い合ったデータ転送を制御わせ頂いたアセンブラコードのプログラムより、インストラクションセットを抜き出し、けますようお問い合わせ頂けますようお願い致します。願い致します。い致します。します。
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